


























抵抗を示す膵癌を対象とした SVN-2B ペプチド第 II 相
無作為化臨床試験を実施した．本研究ではワクチンを


























た．ペプチド特異的 CD8 陽性 T 細胞の数ペプチド反応
性 IFNγ 産生 CD8 陽性 T 細胞数と腫瘍への CD8 陽性
細胞の浸潤数には相関がみられた（それぞれ r = 0.99，
p <0.001および r = 0.95，p = 0.004，図C，D）．さらに，






Immunohistological analysis of pancreatic carcinoma after 
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いて腫瘍微小環境における免疫学的効果の判定を目的として，対照群を含む 13 例（うち 7 例がワクチン
投与群）の病理解剖検体組織を用いて腫瘍組織局所における各種の免疫細胞浸潤の評価した．
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コントロール群の差はさらに浮き彫りとなった（図 E）．
2・3. 腫瘍細胞が発現する PD-L1 と腫瘍への CD8 陽
性細胞の浸潤
　 腫瘍細胞が発現する PD-L1 はいわゆる IFNγ 






PD-L1 の発現率と腫瘍細胞に浸潤する CD8 陽性細胞


















1． Shima H, Tsurita G, Wada S, et al. Randomized phase II trial 
of survivin 2B peptide vaccination for patients with HLA-A24-











B.  ワクチン投与群とコントロール群における腫瘍浸潤 CD8 陽性細胞数．
C, D.  腫瘍浸潤 CD8 陽性細胞数と末梢血中のテトラマー陽性サバイビン 2B ペプチド特異的な CD8 陽性 T 細胞率 (D)，
および IFN γ産生エリスポット陽性を示す CD8 陽性 T 細胞数 (E) の相関．
E.  ワクチン投与群とコントロール群における腫瘍浸潤 CD8 陽性細胞数 /FOXP3 陽性細胞数．
F.  腫瘍浸潤 CD8 陽性細胞数と腫瘍細胞が発現する PD-L1 の陽性率の相関．
